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【方法】健常成人 30 例および特別養護老人ホーム入居者 30 例を対象に口
腔内細菌叢，口腔内総菌数，腸内細菌叢，口腔内状況を評価した． 
１．舌苔中の細菌叢 
被験者の舌中央部の舌苔約 2 cm2 から滅菌済みスワブで細菌を回収，DNA
を抽出し，PCR-インベーダー法で総菌数及び P.gingivalis 数を測定した．





採便キットを用いて糞便を採取後，DNA を抽出し，定量 PCR や 16SrRNA メ
タゲノム解析による細菌叢解析を行った． 
４．口腔内評価 
残存歯数，義歯の使用状況，歯周ポケット深度，歯周病重症度について評
価した． 
【結果】成人と高齢者では口腔内・腸内ともに様々な細菌種において検出
率に有意な差が認められた．また，各被験者における口腔内と腸内におけ
る細菌叢の類似性を評価するため UniFrac 距離を算出したところ，成人よ
りも高齢者で口腔内細菌叢と腸内細菌叢の相同性が有意に高いことが認
められた．一方で成人が高齢者よりも高い検出率であったのはわずか 4属
であった．P.gingivalis については高齢者での検出率が高い傾向にあっ
 
た．  
【考察】高齢者群では成人群よりも口腔内細菌叢と腸内細菌叢の相同性が
高いことが示されたことから，高齢者における口腔ケアは，成人に対する
口腔ケアよりも腸内細菌叢のバランスに影響を与える可能性が考えられ
た． 
 
